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札
幌
市

講
演

議
会
改
革
の
展
望
と
課
題

講
師

明
治
大
学
教
授

牛
山

久
仁
彦

氏

西
内

陽
美

行
政
学
・
地
方
自
治
論
・
自
治

体
経
営
論
・
地
域
政
治
論
を
専
門

分
野
と
さ
れ
る
牛
山
氏
の
講
演
を

聴
講
し
た
。

１

「
分
権
社
会
に
お
け
る
自
治

体
の
あ
り
方
」
と
し
て
、
地
方

分
権
が
進
み
自
己
決
定
・
自
己

責
任
が
問
わ
れ
る
自
治
体
の
運

営
に
は
行
政
の
力
量
と
間
違
い

を
正
す
能
力
が
大
事
で
、
こ
の偐

地
域
力
做
が
今
後
の
町
村
の
行

く
末
を
担
っ
て
い
る
。

２

「
自
治
体
議
会
の
現
状
を
考

え
る
」
と
し
て
、
条
例
の
制
定

な
ど
自
治
立
法
権
を
持
つ
議
会

だ
が
事
務
局
職
員
数
・
情
報
公

開
・
研
修
機
会
の
不
十
分
性
・

オ
ー
ル
与
党
体
制
の
弊
害
等
に

よ
り
、
議
会
と
し
て
の
役
割
や

機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
問

う
。

３

「
議
会
の
何
を
改
革
す
る
の

か
」
と
し
て
、
議
会
開
会
や
運

営
の
自
由
度
。
住
民
と
共
に
歩

み
議
論
す
る
議
会
を
目
指
す
運

営
方
法
。
行
政
と
の
真
剣
勝
負

の
関
係
。
行
政
チ
ェ
ッ
ク
の
強

化
等
、
民
意
を
踏
ま
え
た
議
会

の
存
在
と
住
民
参
加
、
審
議
会

の
位
置
づ
け
の
検
証
を
し
、
多

様
な
民
意
を
ど
の
よ
う
に
議
会

審
議
に
反
映
さ
せ
る
か
が
課
題

で
あ
る
。

４

「
問
わ
れ
る
新
し
い
町
村
議

会
と
そ
の
使
命
」
と
し
て
、
町

村
議
会
の
可
能
性
は
行
政
以
上

に
住
民
に
近
い
と
い
う
点
に
あ

り
、
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
行

政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
・
住

民
の
声
を
条
例
化
に
活
か
し
て

い
く
と
こ
ろ
に
議
会
の
利
点
と

意
義
が
あ
る
と
牛
山
氏
は
述
べ

た
。

行
政
サ
イ
ド
は
協
働
施
策
に
も

と
づ
く
住
民
合
意
形
成
に
尽
力
し

て
い
る
。
議
会
も
『
議
会
報
告
会
』

等
、
議
論
の
場
を
共
有
し
、
住
民

の
声
を
政
策
論
議
の
場
に
引
き
出

し
た
い
と
考
え
る
私
に
と
り
、
大

変
興
味
深
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
高

い
講
演
で
あ
っ
た
。

講
演

ア
ジ
ア
の
日
本
、
世
界
の

日
本
の
外
交
戦
略

講
師

外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

手
嶋

龍
一

氏

安
中

経
人

現
在
の
外
交
に
つ
い
て
、
民
主

党
の
ス
タ
ン
ス
は
、
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
と
し
て
小
沢
一
郎
を
切
り
出
し

に
使
い

年
体
制
ま
で
さ
か
の
ぼ

55

り
、
日
米
関
係
あ
る
い
は
そ
の
機

軸
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
過
去
の

首
相
の
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
は
二

次
元
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
使
い
解
説

し
、
日
本
の
ス
タ
ン
ス
の
取
り
方

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
。
日
本

の
外
交
の
難
し
さ
を
説
い
て
い
た

が
、
小
沢
一
郎
の
ぶ
れ
な
い
外
交

概
念
に
対
し
て
、
二
大
政
党
で
あ

る
民
主
、
自
民
両
党
に
つ
い
て
機

軸
が
な
い
こ
と
も
上
げ
、
大
阪
維

新
の
会
の
台
頭
を
招
い
た
こ
と
も

論
じ
て
い
た
。

一
方
、

世
紀
の
流
通
革
命
と

21

し
て
、
今
日
ま
で
海
洋
航
路
は
永

く
ス
エ
ズ
、
パ
ナ
マ
運
河
を
利
用

し
た
世
界
流
通
が
主
流
と
し
て
き

た
が
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
北

極
海
の
氷
が
解
け
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
ル
ー
ト
と
し
て
北
極
海
航
路

が
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。

ス
エ
ズ
な
ど
と
比
較
す
る
と
距
離

で

％
、
燃
料
費
で

～

％
の

30

40

50

経
費
の
削
減
に
加
え
、
海
賊
や
テ

ロ
な
ど
の
リ
ス
ク
が
な
い
こ
と
な

ど
も
注
視
さ
れ
る
。

９
月
に
開
催
さ
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
が
開
か
れ
る

が
、
戦
略
的
に
日
本
海
の
価
値
が

高
ま
り
、
中
国
の
動
き
も
活
発
化

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
尖

閣
諸
島
問
題
と
併
せ
て
、
今
後
の

日
本
外
交
が
重
要
視
さ
れ
る
。

報
道
の
仕
事
が
長
く
、
諸
外
国

在
任
経
験
か
ら
得
た
知
識
と
情
報

は
、
的
確
に
今
後
の
外
交
問
題
を

捉
え
て
い
た
。
安
全
保
障
を
含
め

日
本
の
外
交
の
難
し
さ
を
改
め
て

感
じ
た
の
は
個
人
的
な
主
観
だ
ろ

う
か
。
非
常
に
リ
ア
リ
テ
ィ
な
講

演
で
あ
っ
た
。

空
知
町
村
議
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議
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修
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７
月

日
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研
修
先

南
幌
町

講
演

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
と
地
方
の
暮

ら
し

講
師

北
海
道
大
学
大
学
院

助
教

東
山

寛

氏

樋
坂

里
子

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
協
や
郵
便
局
の

経
営
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ

る
。Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
地
方
の

生
活
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
を

指
摘
し
て
い
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
業
（
基
幹
産
業
）・

建
設
業
・
農
協
や
郵
便
局
（
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
）、
地

域
医
療
に
与
え
る
影
響
が
大
き

く
、
特
に
保
険
分
野
が
米
国
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
て
い

る
。Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
地
方
の
基
幹
産
業
と

社
会
生
活
の
基
๕
を
आ
こ
そ
ℼ
ߡ

り
༲
す
た
め
、
反
対
運
動
は
現
政

権
の
「
参
加
ນ
明
」
を
؋
し
と
ど

め
る
の
に
一
定
の
成
果
と
な
っ
て

い
る
。
８
月
、
９
月
も
޽
ಫ
感
を

も
っ
て
引
き
続
き
運
動
を
展
開
す

る
ຈ
要
が
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。


